
国
土
交
通
省
が
5
年
ご
と
に
実
施
し
て
い
る
「
住
生

活
総
合
調
査
」
に
は
、
住
宅
に
つ
い
て
の
評
価
（
満
足

感
）
を
た
ず
ね
る
項
目
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
回
答
の

推
移
を
見
る
と
、
住
宅
に
対
す
る
満
足
感
が
上
昇
し
て

き
た
こ
と
が
わ
か
る
（
図
）。
肯
定
的
な
評
価
（「
満
足
」

と
「
ま
あ
満
足
」
の
合
計
）
は
、
1
9
8
8
年
に
は
47
・

6
％
で
あ
り
、
否
定
的
な
評
価
（「
多
少
不
満
」
と
「
非
常

に
不
満
」
の
合
計
）
よ
り
も
少
な
か
っ
た
。
そ
の
後
も

し
ば
ら
く
は
否
定
的
な
評
価
と
肯
定
的
な
評
価
が
拮
抗

し
て
い
た
が
、
2
0
0
3
年
か
ら
は
肯
定
的
な
評
価

が
優
勢
と
な
っ
た
。
最
新
の
2
0
1
8
年
の
調
査
で

は
、
肯
定
的
な
評
価
は
76
・
3
％
で
過
去
最
高
で
あ
っ

た
（
1
）。

住
宅
の
主
観
的
な
評
価
に
つ
い
て
は
慎
重
な
分
析
が

必
要
で
あ
る
。
住
宅
の
質
は
性
能
、
快
適
性
、
立
地
、

価
格
な
ど
が
絡
ま
り
合
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
評
価
は

回
答
者
の
属
性
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
価
値
観
の
影
響

を
受
け
る
。
私
た
ち
の
多
く
が
コ
ロ
ナ
禍
で
経
験
し
た

よ
う
に
、
同
じ
住
宅
に
住
ん
で
い
た
と
し
て
も
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
れ
ば
そ
の
評
価
は
一
変
す
る
。
と

は
い
え
、
住
宅
の
質
が
悪
化
も
し
く
は
停
滞
し
て
い
た

な
ら
ば
、
満
足
感
が
一
貫
し
て
上
昇
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
30
年
間
は
、
消
費
者
に
と
っ
て

悪
く
な
い
時
代
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
で
、
1
9
8
8
年
に
3
9
4
万
戸
だ
っ
た
空
き

家
は
、
2
0
1
8
年
に
は
8
4
9
万
戸
に
倍
増
し
た
。

か
つ
て
な
く
空
き
家
が
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
も
、
同
じ
30
年
間
の
出
来
事
で
あ
る
。

空
き
家
の
増
加
と
住
宅
の
満
足
感
の
上
昇
は
、
矛
盾

す
る
わ
け
で
は
な
い
。
空
き
家
は
、
人
と
住
宅
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
現
象
で

も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
よ
り
質
が
高
く
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
っ
た
住
宅
に
、
手
が
届
く
費
用
で
住
み
替
え

ら
れ
る
な
ら
ば
、
元
の
住
宅
が
空
き
家
に
な
っ
た
と
し

て
も
、
住
み
替
え
先
の
住
宅
に
対
す
る
評
価
は
高
く
な

る
だ
ろ
う
。
逆
に
、
そ
う
し
た
選
択
が
で
き
な
い
状
況

で
は
、
住
宅
に
対
す
る
評
価
は
低
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
空
き
家
が
増
え
る
と
住
宅

の
満
足
感
が
高
ま
る
、
と
い
う
関
係
が
想
定
で
き
る
。

私
た
ち
は
、
空
き
家
を
踏
み
台
に
し
て
、
住
宅
の
満
足

感
を
追
い
求
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
本
稿
は
、
こ

の
問
い
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
住
宅
の
省
エ
ネ
性
能

住
宅
の
満
足
感
と
空
き
家
の
関
係

環
境
社
会
政
策
と
し
て
の「
空
き
家
」改
修

――「
燃
料
貧
困
」対
策
と
C
O
2

削
減
、雇
用
創
出
の
効
果
も

特
集

空
き
家
・
空
き
地
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン

Sukenari Y
asushi

祐
成
保
志

﹇
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
社
会
文
化
研
究
専
攻
准
教
授
﹈

健
康
的
で
安
全
な
住
ま
い
に
「
住
む
」と
い
う
こ
と
は
、
人
間
の
生
存
に
と
っ
て
最
も
基
本
的
な
条
件
の
ひ
と
つ
だ
。

し
か
し
、
現
実
に
は
最
低
限
の
住
環
境
を
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
い
わ
ゆ
る「
住
宅
弱
者
」が
存
在
す
る
。

そ
の
意
味
で
、
空
き
家
な
ど
既
存
住
宅
の
活
用
は
、
そ
れ
自
体
が
社
会
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
重
要
な
施
策
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
築
年
数
の
古
い
空
き
家
の
場
合
、
そ
の
ま
ま
で
は
性
能
が
不
十
分
で
あ
り
、
健
康
な
生
活
を
営
む
に
は
問
題
も
多
い
。

本
稿
で
は
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の
観
点
か
ら
、
既
存
住
宅
の
断
熱
性
向
上
が
も
た
ら
す「
燃
料
貧
困
」の
解
消
、

さ
ら
に
地
球
規
模
の
環
境
問
題
で
あ
る
C
O
2

削
減
と
い
う
、
ふ
た
つ
の
面
で
の
社
会
的
効
用
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
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█図：空き家が増えると住宅の満足感が高まる？

出典:『2022年（令和4年）度版 住宅経済データ集』図表1-2と図表1-14より作成。
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左軸：全国の空き家数（万戸）
右軸：「住宅の評価」における「満足+まあ満足」の割合（%）

て
の
新
築
住
宅
に
省
エ
ネ
基
準
へ
の
適
合
を
義
務
づ
け

る
（
2
0
2
5
年
度
ま
で
に
施
行
）
と
と
も
に
、
よ
り
高

度
な
省
エ
ネ
性
能
へ
の
誘
導
を
図
る
。

住
宅
の
断
熱
は
、
省
エ
ネ
だ
け
で
な
く
、
健
康
の
増

進
と
い
う
観
点
か
ら
も
重
視
さ
れ
る
。
あ
わ
せ
て
気
密

性
も
高
め
る
こ
と
で
、
住
宅
内
の
温
度
差
が
小
さ
く
な

り
、
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
健
康
へ
の
悪
影
響
を
軽

減
で
き
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
6
）。
健
康
を
も
た

ら
す
空
間
と
気
候
変
動
対
策
と
い
う
価
値
を
考
慮
に
入

れ
る
な
ら
ば
、
断
熱
性
能
の
向
上
に
は
、
見
え
や
す
い

経
済
的
利
益
に
と
ど
ま
ら
な
い
効
果
が
あ
る
。

と
は
い
え
、
省
エ
ネ
基
準
へ
の
適
合
が
義
務
づ
け
ら

れ
る
の
は
新
築
の
住
宅
だ
け
で
あ
り
、
既
存
の
住
宅
は

対
象
外
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
断
熱
性
能
は
建
設
時
期

に
よ
る
違
い
が
大
き
い
。
省
エ
ネ
基
準
の
義
務
化
と
基

準
の
さ
ら
な
る
強
化
に
よ
っ
て
、
新
築
住
宅
と
既
存
住

宅
の
質
の
差
は
広
が
る
。
そ
し
て
、
質
の
高
い
住
宅
を

入
手
で
き
る
人
と
、
で
き
な
い
人
が
分
か
れ
る
こ
と
に

目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
所
得
の
高
さ
・
低
さ
と
住

宅
の
質
の
高
さ
・
低
さ
が
相
関
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
（
7
）。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
た
め

の
政
策
は
、
そ
の
進
め
方
次
第
で
は
、
住
宅
の
不
平
等

を
拡
大
し
か
ね
な
い
。

燃
料
貧
困（Fuel Poverty

）の
概
念

政
府
の
計
画
に
お
い
て
、
住
宅
の
省
エ
ネ
基
準
は
、

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
建
設
産
業
政
策
を
つ
な
ぐ

位
置
に
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
住
宅
の
モ
ノ
の
側
面
が
重

に
焦
点
を
あ
て
る
。

「
住
生
活
総
合
調
査
」
は
住
宅
の
各
要
素
に
つ
い
て
の

評
価
も
た
ず
ね
て
い
る
。「
断
熱
性
」
と
「
省
エ
ネ
性
」

は
、
高
齢
者
へ
の
配
慮
や
災
害
に
対
す
る
安
全
性
と
並

ん
で
、
不
満
感
が
高
い
項
目
で
あ
る
（
2
）。
住
宅
の
省

エ
ネ
性
能
の
向
上
は
、
個
々
の
居
住
者
の
満
足
感
だ
け

で
な
く
、
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
転
換
に
お
い
て
重
要

な
位
置
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、
近
年
の
政
策
の
焦
点
と

な
り
つ
つ
あ
る
。

省
エ
ネ
基
準
の
変
遷

住
宅
の
省
エ
ネ
性
能
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
あ
る
（
3
）。
初
め
て
住
宅

の
省
エ
ネ
基
準
が
定
め
ら
れ
た
の
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

後
の
1
9
8
0
年
で
、「
旧
基
準
」（
断
熱
等
級
2
）
と

呼
ば
れ
る
。
92
年
に
は
「
新
基
準
」（
断
熱
等
級
3
）、

99
年
に
は
「
次
世
代
基
準
」（
断
熱
等
級
4
）
へ
と
強
化

さ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
推
奨
基

準
で
あ
り
、
義
務
で
は
な
か
っ
た
。
国
土
交
通
省
の

2
0
1
8
年
度
時
点
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
人
が
居
住
す

る
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
う
ち
、
次
世
代
基
準
の
断
熱
性
能

を
み
た
す
住
宅
は
11
％
に
と
ど
ま
り
、
新
基
準
が
22
％
、

旧
基
準
が
37
％
を
占
め
る
（
4
）。
残
る
30
％
の
住
宅
は
、

省
エ
ネ
基
準
が
制
定
さ
れ
る
前
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、

そ
の
多
く
は
無
断
熱
と
見
ら
れ
る
。

空
き
家
は
こ
の
推
計
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
が
、
国

土
交
通
省
の
「
空
き
家
所
有
者
実
態
調
査
」（
5
）
に
よ

れ
ば
、
空
き
家
の
う
ち
約
7
割
が
1
9
8
0
年
以
前
の

建
築
で
あ
り
、
賃
貸
や
売
却
の
予
定
も
な
く
、
利
用
の

あ
て
が
な
い
「
そ
の
他
」
の
空
き
家
で
は
さ
ら
に
こ
の

割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
大
半
は
無
断
熱
ま
た
は

断
熱
性
能
が
低
い
住
宅
で
あ
ろ
う
。

2
0
2
0
年
10
月
に
菅
義
偉
首
相
（
当
時
）
が

「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
を
宣
言
し

た
頃
か
ら
、
住
宅
の
省
エ
ネ
化
に
向
け
た
変
化
は
加
速

し
て
い
る
。
翌
年
10
月
の
「
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
」

と
「
第
6
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
は
、
2
0
5
0

年
の
住
宅
ス
ト
ッ
ク
平
均
で
、
Z
E
H
（
ゼ
ロ
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
）
水
準
の
省
エ
ネ
性
能
を
確
保
す
る

と
い
う
目
標
を
掲
げ
た
。
2
0
2
2
年
の
改
正
建
築
物

省
エ
ネ
法
は
こ
の
方
針
を
具
体
化
し
た
も
の
で
、
す
べ
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世
帯
が
燃
料
貧
困
か
ら
脱
却
す
る
た
め
の
燃
料
費
の
削

減
額
は
年
7
・
05
億
ポ
ン
ド
（
1
世
帯
平
均
2
2
3
ポ
ン

ド
）
と
さ
れ
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
燃
料
貧
困
対
策
に
は
、
世
帯
の
費
用
負

担
を
引
き
下
げ
る
も
の
と
、
住
宅
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

を
高
め
る
も
の
が
あ
る
（
10
）。
前
者
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
の
上
限
設
定
、
高
齢
者
の
た
め
の
冬
期
燃
料
費
補

助
な
ど
で
あ
る
（
11
）。
後
者
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

者
の
負
担
に
よ
る
改
修
等
（
F
P
世
帯
等
が
対
象
）、
改

修
等
の
費
用
補
助
（
F
P
世
帯
へ
の
加
算
）、
賃
貸
物
件

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
化
（
一
定
基
準
を
下
回
る
物
件
の
賃

貸
を
禁
止
す
る
）、
社
会
住
宅
（
低
所
得
層
向
け
賃
貸
住
宅
）

の
た
め
の
脱
炭
素
化
基
金
な
ど
が
あ
る
。
ハ
ー
ド
面
の

改
善
に
お
い
て
も
、
不
利
な
世
帯
に
対
す
る
支
援
が
組

み
込
ま
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
、
政
府
が
燃
料
貧
困
を
定
義
し
て
お
ら
ず
、

公
式
統
計
も
存
在
し
な
い
が
、
こ
の
概
念
に
着
目
し
た

実
証
研
究
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
田
畑
智
博
氏
は
、
全

国
消
費
実
態
調
査
の
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
夏
期

の
冷
房
に
と
も
な
う
F
P
世
帯
が
少
な
か
ら
ず
存
在

す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
貧
困
世
帯
で
は
F
P
に
陥
り

や
す
く
、
高
齢
者
は
と
く
に
脆
弱
性
が
高
い
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
（
12
）。

紺
野
良
文
氏
ら
の
研
究
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
F
P
対

策
を
整
理
し
た
う
え
で
、
北
海
道
の
F
P
の
実
態
を

探
っ
た
画
期
的
な
研
究
で
あ
る
（
13
）。
ア
ン
ケ
ー
ト
に

も
と
づ
く
分
析
に
よ
る
と
、
高
齢
者
世
帯
で
は
、
女
性
、

単
独
世
帯
、
断
熱
性
能
の
悪
い
窓
ガ
ラ
ス
、
部
屋
ご
と

の
暖
房
が
、
F
P
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
。
ま
た
、
子

視
さ
れ
て
お
り
、
住
居
で
暮
ら
す
人
々
へ
の
関
心
は
弱

い
。
政
府
は
、
人
々
の
必
要
や
負
担
能
力
が
一
様
で
は

な
い
こ
と
に
も
、
十
分
に
注
意
を
払
う
べ
き
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
省
エ
ネ
化
を
推
進
す
る
政
策
に
、

社
会
政
策
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

「
燃
料
貧
困
」（Fuel Poverty

、
以
下
で
は
F
P
と
表
記

す
る
こ
と
も
あ
る
）
の
概
念
は
、
そ
の
た
め
の
手
が
か

り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

イ
ギ
リ
ス
で
2
0
0
0
年
に
制
定
さ
れ
た
適
温
住
宅
・

省
エ
ネ
法
（W

arm

 H
om
es and Energy Conservation 

Act

）
は
、
F
P
を
「
所
得
が
低
く
、
適
切
な
コ
ス
ト
で

適
温
を
維
持
で
き
な
い
住
宅
に
暮
ら
す
世
帯
に
属
す
る

人
」
と
定
義
し
た
（
8
）。
2
0
0
1
年
の
燃
料
貧
困
戦

略
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
に
所
得
の
10
％
以
上
を
支

出
す
る
世
帯
を
F
P
と
み
な
し
た
。
政
府
が
F
P
を

定
量
的
に
把
握
す
る
こ
と
に
は
重
要
な
意
義
が
あ
っ
た

が
、
こ
の
基
準
で
は
、
高
所
得
で
大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
消
費
す
る
世
帯
も
含
ま
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
世

帯
の
経
済
状
況
と
住
宅
の
省
エ
ネ
性
能
の
双
方
を
反
映

す
べ
く
改
良
が
図
ら
れ
た
。
2
0
1
5
年
に
は
「
低
所

得
／
高
コ
ス
ト
」（
L
I
H
C
）
指
標
が
、
2
0
2
1
年

に
は
「
低
所
得
／
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
」（
L
I
L
E
E
）

指
標
が
導
入
さ
れ
た
。

F
P
世
帯
数
は
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
、
世
帯
の
所
得
水
準
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
に
よ
っ

て
増
減
す
る
。
英
国
ビ
ジ
ネ
ス
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業

戦
略
省
の
推
計
（
9
）
で
は
、
2
0
2
0
年
時
点
で
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
で
F
P
状
態
に
あ
る
世
帯
は
3
1
6
万

世
帯
（
全
世
帯
の
う
ち
13
・
2
％
）
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

ど
も
が
い
る
世
帯
で
は
、
世
帯
主
の
年
齢
層
が
若
い
世

帯
と
高
齢
の
世
帯
、
世
帯
人
員
が
多
い
世
帯
が
F
P

に
陥
り
や
す
い
。
さ
ら
に
、
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を

も
と
に
し
た
推
計
か
ら
、
F
P
世
帯
が
高
齢
化
率
の

高
い
地
域
、
人
口
減
少
が
進
む
地
域
に
よ
り
多
く
分
布

し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。「
断
熱
改
修
は
低
所
得

世
帯
で
は
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
所
得

に
対
し
て
逆
進
的
な
効
果
を
も
た
ら
す
場
合
も
あ
る
」

（
14
）
と
い
う
考
察
は
、
き
わ
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。

エコ
・
ソ
ー
シ
ャル
・
ポ
リ
シ
ー
　
　
　
　
　
　

環
境
社
会
政
策
の
考
え
方

政
府
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
が
示
す
よ
う

に
、
気
候
変
動
の
緩
和
の
た
め
に
化
石
燃
料
の
消
費
を

抑
制
す
る
政
策
は
、
今
後
も
拡
充
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
政
策
は
、
豊
か
な
世
帯
が
よ
り
有
利

に
、
貧
し
い
世
帯
が
よ
り
不
利
に
な
り
や
す
い
。
イ
ギ

リ
ス
の
経
済
学
者
イ
ア
ン
・
ゴ
フ
は
、
こ
う
し
た
逆
進

性
の
根
底
に
は
「
住
居
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
人
間
の
基
本

的
な
必
要
を
み
た
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
」 （
15
）

が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
が
家
計
支

出
に
占
め
る
割
合
は
、
低
所
得
の
世
帯
ほ
ど
大
き
い
。

そ
し
て
、
ケ
ア
を
要
す
る
人
々
ほ
ど
在
宅
時
間
が
長
く
、

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
よ
り
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

必
要
と
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
燃
料
貧
困
対
策
の
よ

う
な
社
会
政
策
と
し
て
の
介
入
が
要
請
さ
れ
る
の
は
、

こ
の
「
分
配
の
ジ
レ
ン
マ
」（
16
）
に
対
処
す
る
た
め
で

あ
る
。

ゴ
フ
は
、
気
候
変
動
対
策
が
も
た
ら
す
不
公
平
を
是
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正
す
る
手
段
に
は
、
低
所
得
世
帯
に
対
す
る
現
金
給
付
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
調
整
、
住
宅
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

化
の
た
め
の
投
資
の
3
つ
が
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、

第
3
の
選
択
肢
が
最
も
優
れ
て
い
る
と
結
論
づ
け
る
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
が
「
C
O
2
排
出
量
を
削
減
す
る
と

い
う
点
で
は
環・

・

・

・

・

境
を
守
る
も
の
で
あ
り
、〔
あ
ら
ゆ
る

世
帯
の
〕
基
本
的
な
必
要
を
確
実
に
充
た
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
料
金
を
減
ら
し
、
価
値
あ
る
雇
用
を
生
み
出
す
と

い
う
点
で
は
社・

・

・

・

・

会
を
守
る
も
の
」（
17
）
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
環
境
と
社
会
の
課
題
を
同
時
に
解
く
べ

く
調
整
さ
れ
た
政
策
体
系
が
「
環
境
社
会
政
策
」
で
あ

る
。
ゴ
フ
が
そ
の
先
行
例
と
し
て
紹
介
す
る
の
は
ド
イ

ツ
の
省
エ
ネ
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
2
0
0
6
年
以

降
、
こ
れ
に
よ
り
9
0
0
万
戸
の
住
宅
が
改
修
さ
れ
、

90
万
人
の
雇
用
が
創
出
さ
れ
た
と
い
う
。

ド
イ
ツ
と
日
本
の
住
宅
に
は
際
立
っ
た
違
い
が
あ
る

（
18
）。
人
口
千
人
あ
た
り
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数

（
2
0
2
0
年
）
は
、
ド
イ
ツ
が
3
・
8
戸
、
日
本
は
6
・

5
戸
で
あ
る
。一
方
で
、
住
宅
投
資
の
対
G
D
P
比
は
、

ド
イ
ツ
が
7
・
0
％
、
日
本
は
3
・
8
％
で
あ
る
。
ド

イ
ツ
は
、
新
築
住
宅
の
建
設
を
抑
制
し
つ
つ
、
既
存
住

宅
の
改
修
に
力
を
注
ぐ
。
省
エ
ネ
改
修
の
投
資
額
が
一

戸
あ
た
り
平
均
4
0
0
～
5
0
0
万
円
に
達
す
る
と

の
報
告
も
あ
る
（
19
）。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
日
本
で
は
、

よ
り
多
く
の
住
宅
を
よ
り
安
く
建
て
て
い
る
。
住
宅
市

場
で
新
築
が
好
ま
れ
る
の
は
、
新
し
い
住
宅
ほ
ど
快

適
・
健
康
で
あ
る
と
い
う
実
感
が
行
き
渡
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
既
存
住
宅
の
質
を
不
問
に
し
た
ま
ま
新
築

住
宅
の
基
準
を
引
き
上
げ
、
で
き
る
人
か
ら
順
次
、
新

し
い
基
準
に
乗
り
換
え
る
と
い
う
方
策
が
、
こ
れ
を
支

え
て
き
た
。

公
共
政
策
の
研
究
者
で
、
2
0
2
2
年
7
月
に
東
京

都
杉
並
区
長
に
就
任
し
た
岸
本
聡
子
氏
は
、
断
熱
化
の

メ
リ
ッ
ト
を
あ
ら
ゆ
る
所
得
層
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
、

自
治
体
に
で
き
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
と
語
る
。「
い

ま
区
長
に
な
り
、
気
候
変
動
対
策
と
し
て
取
り
組
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
の
が
、
建
物
の
断
熱
化
で
す
。（
中

略
）
住
宅
を
断
熱
化
す
る
と
、
電
気
や
ガ
ス
の
使
用
料

が
減
り
、
光
熱
費
が
下
が
り
ま
す
。
個
人
任
せ
に
し
て

い
た
ら
、
持
ち
家
の
あ
る
中
・
上
流
層
し
か
で
き
ま
せ

ん
」（
20
）。
断
熱
化
へ
の
自
治
体
の
関
与
は
、
住
宅
の

不
平
等
を
是
正
す
る
だ
け
で
な
く
、
産
業
の
振
興
と
雇

用
の
創
出
と
い
う
点
で
も
、
地
域
社
会
の
持
続
可
能
性

を
高
め
る
。
空
き
家
を
生
み
出
す
構
造
は
根
深
い
。
こ

れ
を
転
換
す
る
た
め
に
は
、
産
業
・
環
境
・
社
会
政
策

の
創
造
的
な
連
携
が
必
要
で
あ
る
。
地
域
の
政
治
に
こ

そ
、
そ
の
兆
し
が
見
え
る
。

祐
成
保
志
（
す
け
な
り
・
や
す
し
）

東
京
大
学
大
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人
文
社
会
系
研
究
科
社
会
文
化
研
究
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教
授
。
専
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は
社
会

学
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
ハ
ウ
ジ
ン
グ
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都
市
、
福
祉
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マ
テ
リ
ア
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
）。

1
9
7
4
年
、
大
阪
府
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ま
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。
97
年
、
東
京
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学
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部
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。
2
0
0
5
年
、

同
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
社
会
学
）。
札
幌
学
院
大

学
助
教
授
、
信
州
大
学
人
文
学
部
准
教
授
な
ど
を
経
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年
よ
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現
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。
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に
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』（
2
0
0
8
年
、
新
曜
社
）、『
変
容
す
る
都
市
の
ゆ
く
え
』

（
共
著
、
2
0
2
0
年
、
文
遊
社
）、『
福
祉
社
会
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』（
共
著
、

2
0
2
1
年
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）、『
社
会
の
解
読
力
〈
歴
史
編
〉』（
共
編
著
、

2
0
2
2
年
、
新
曜
社
）、
訳
書
に
『
ハ
ウ
ジ
ン
グ
と
福
祉
国
家
』（
ジ
ム
・
ケ
メ
ニ
ー

著
、
2
0
1
4
年
、
新
曜
社
）
な
ど
が
あ
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。
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